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何しているか
よくわからない
（50歳代）

お祭りなどで
よく見かける
（60歳代）

テレビで見る
女性議員、

早朝からバッチリ化粧
していてスゴイ（50歳代）

いつも忙しそう
（60歳代）

まちを良くする
ために頑張っている
（30歳代）

市民のために必要な事
と思ったら貫き通して
ほしい（50歳代）

やってる感を
見せるけど実現度は
低い（30歳代）

少数意見を
誇張してそう
（40歳代）

企業献金で
うるおってる

イメージでなんとなく
信用しきれない
（20歳代）

どうせ変わらないと
あきらめている
（30歳代）

より地域に密着して
くれることを期待
（60歳代）

普段どんなこと
をしているのか

分からない（40歳代）

政治とお金、党利党
略などが見え隠れ
（50歳代）

地元の議員さん
以外はよく知らない
（60歳代）

クリーンであって
ほしい（50歳代）

遠い存在
（60歳代）

議会以外に
いろんな相談を

受けている（60歳代）

睡眠時間をどうやっ
て確保しているの
（50歳代）

地方議員は
秘書がいないので、
やる事が多くて
大変そう（60歳代）

世の中のために
リスクを抱えて
出馬、人目を気に
しながら生活できる
メンタル凄い
（40歳代）

リアルな話題を
取り上げている議員
を見ると、「自分たちの生
活をちゃんと見てく
れているのかも」と
思える（30歳代）

会って話して
みると、意外と普通の
人で、親しみやすかった

（20歳代）

お金沢山もらって
そう（20歳代）

議員のリアル

まちを良く
したい‼

使命感
がある

ありがとうが最大の励み
課題解決の喜び
変革の瞬間権限の壁

若い世代との交流で手応え

議
論
が
ま
と
ま
る
達
成
感

顔を覚えてもらえる喜び
退職金なし、議員年金なし、時間無制限
レッテル評価

板挟み

声
を
届
け
る

福利厚生なし
責
任
感

両立の
難しさ

仕事と休みの
境界がない

関係性の
揺らぎ

できることの限界を痛感

制度面の
歯がゆさ

家
族
時
間
の
欠
落

SNSでの中傷
多
く
の
声
を
集
め
て
前
進

子
ど
も
の
寝
顔
し
か

見
ら
れ
な
い
日
が
続
く

市
の
発
展
に

寄
与
し
た
い

一般質問での問題提起で市政が変わる実感
見えないコストの増大

小さな声を
丁寧に聞く

尽きない
知識欲
頼られると
頑張れる

知りたいことが無尽蔵

理不尽な批判

市民のリアル 議会や議員のイメージは？ 議
会
と
市
民
の
間
に
あ
る
現
実

　
２
・
３
ペ
ー
ジ
で
は
、
議
員

が
感
じ
て
い
る
こ
と
、
市
民
が

持
つ
議
会
や
議
員
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
が
議
会
や
議
員
に
持
つ
イ

メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
近
年
、
地
方
議
会
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
議
会
改
ֵ
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
議

会
で
も
ứ
市
民
が
期
待
す
る
開

か
れ
た
議
会
Ừứ
਎
近
な
議
会
Ừ

と
し
て
の
あ
る
べ
き
࢟
を
め
ざ

し
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
現
在
、
よ
り
一
૚
市

民
の
思
い
を
市
政
に
反
映
し
、

市
政
の
発
ల
お
よ
び
市
民
福
祉

の
増
進
に
ߩ
ݙ
す
る
議
会
を
め

ざ
し
て
、ứ
議
会
基
本
条
例
Ừ

の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
議
会
基
本
条
例
っ
て
ど
う
い

う
も
の
？
」

「
で
き
た
ら
ど
う
な
る
の
？
」

「
こ
ん
な
条
例
で
あ
っ
て
ほ
し

い
な
！
」

等
々
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
解
説

し
ま
す
。

福
津
市
議
会
の
取
り
組
み
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議
会
が
ど
ん
な
考
え
で
動
く
の

か
、
そ
し
て
議
会
や
議
員
が
ど
ん

な
役
割
や
責
任
を
持
つ
の
か
を
、

み
ん
な
に
わ
か
り
や
す
く
示
す
た

め
の
「
議
会
の
基
本
ル
ー
ル
」
を
作

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を

作
る
こ
と
で
、
議
会
が
も
っ
と
良

い
働
き
を
し
て
、
市
民
の
願
い
や

信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

市
政
を
実
現
し
、
市
民
の
く
ら
し

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

ɹ議会جຊ৚ྫ͸શ̕ষͰɺ議会ɾ議員ͷ׆ಈݪ
ଇͷ΄͔ʹɺࢢຽɾࢢ௕ͱͷؔ܎Λ໌֬ʹ͠ɺ議
会ػೳڧԽ΍ఆ਺ɾ報ुɺ੓࣏ྙཧɺ৘報ެ։ɺ
ఆ͠·͢ɻنରԠ·Ͱ෯広͘֐ࡂ
ɹ৚ྫ͓ΑͼղઆจҊ͸23͔Β͓ಡΈ͍ͩ͘͞ɻ

第１章：総則（議会基本条例の目的）

第２章：活動原則（議会の活動原則、議員の活

動原則）

第３章：市民との関係（会議の公開、情報発信・

広報、市民参加、説明責任、請願・陳情）

第４章：市長等との関係（政策の立案及び提案・

提言、監視と評価、説明要求等）

第５章：機能の強化と充実（委員会、公聴会・参考人

制度、専門的知見の活用、政務活動費、研修）

第６章：体制整備（議会事務局、議会図書室）

第７章：定数・報酬・政治倫理（議員定数、議員報酬、

政治倫理）

第８章：災害時における業務継続

第９章：条例の位置付け・見直し

一
、
։
か
Ε
し
議
会

　
市
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会
に

す
る
た
め
、
開
か
れ
た
議
会
を
め

ざ
し
ま
す
。
例
え
ば
、
常
任
委
員

会
を
す
べ
て
原
則
公
開
に
し
ま
す
。

ೋ
、
९
๏
、
ެ
ฏ
、
ެ
正
、
ಁ
໌

　
法
令
を
९
守
し
、
公
平
性
、
公

正
性
、
透
明
性
を
確
保
し
ま
す
。

ࡾ
、
৴
པ
に
ࢸ
る
議
࿦
、
詳
ࡉ
に

し
て
৻
ॏ

　
意
思
決
定
に
お
い
て
、
市
民
の

信
頼
に
応
え
る
た
め
、
詳
細
か
つ

৻
重
な
審
議
を
つ
く
し
ま
す
。

࢛
、
市
ຽ
の
੠
、
೺
Ѳ
に
౒
Ή

　
市
民
意
見
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

例
え
ば
、
請
願
者
等
か
ら
委
員
会

で
説
明
を
受
け
ま
す
。

ޒ
、
୅
ද
と
し
て
、
ެ
正
な
る
市

政
の
実
ݱ
を
め
͟
す

　
市
民
の
代
表
と
し
て
、
市
政
の

公
正
で
適
切
な
政
策
、
施
策
、
事

務
ࣥ
行
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
【
福
津
市

議
会
基
本
条
例
（
案
）】
へ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト˞

を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。˞

øø
Ｐ
コ
ラ
ム
参
র

˗
ื
集
ظ
間

令
和
８
年
１
月
ùø
日
～
３
月
２
日

（
ûø
日
間
）

˗
意
見
提
出
で
͖
る
人

市
内
に
在
住
・
在
ۈ
・
在
学
す
る

個
人
や
団
体
な
ど

˗
条
例
案
の
Ӿ
ཡ
場
所

市
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
役
所

市
立
図
書
ؗ

ふ
く
と
ͽ
あ

フ
ク
ス
タ

市
中
ԝ
公
民
ؗ

宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー

カ
メ
リ
ア
ス
テʕ

ジ
図
書
ؗ
・
ྺ

࢙
資
料
ؗ

各
郷
づ
く
り
拠
点
施
設

˗
意
見
ॻ
提
出
ํ
๏

　
意
見
は
紙
に
書
く
か
メ
ー
ル
等
、

必
ず
形
に
残
る
方
法
で
。

　
個
人
の
場
合
は
、
住
所
と
氏
名
、

団
体
の
場
合
は
、
団
体
名
と
代
表

者
の
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
郷
づ
く
り
を
除
く
、

条
例
案
の
Ӿ
ཡ
場
所
に
は
、
意
見

書
提
出
ശ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

⿠
༣
ૹ
で
提
出
の
場
߹

˟
８
１
１Ȃ

３
２
９
３（
住
所
不
要
）

福
津
市
議
会
事
務
局
宛
て

˞

３
月
２
日
の
消
ҹ
有
効

⿠
ϝ
ー
ϧ
で
提
出
の
場
߹

HJLBJ!
DJUZ�GVLVUTV�MH�KQ

に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ø÷

̢
Ｂ
を
超
え
る
デ
ー
タ
は
受
信
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⿠
市
議
会
̝
̥
か
ら
提
出
の
場
߹

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ứ
お
知
ら
せ
Ừ

に
掲
載
中
の
意
見
募
集
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
ࠨ
記
の
̦
̧
か
ら
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ɹ
条
例
案
の
詳
し
い

内
容
も
̝
̥
か
ら
Ӿ

ཡ
で
͖
·
す
Ố

議会基本条例
第壱話

なぜ必要？
できたらどうなる？

議会基本条例
意見求む!

最終話

議会基本条例
第弐話

議会基本条例の構成

どういうもの？

で
き
た
ら
ど
う
な
る
？

議
会
基
本
条
例

制
定
ま
で
の
流
れ

令
和
５
年
３
月
定
例
会

議
会
ج
ຊ
条
例
制
定
検

౼
特
ผ
委
員
会
を
設
置

01
令
和
８
年
３
月
～

議
会
ӡ
Ӧ
委
員
会
で

市
民
意
見
の
検
討

05
令
和
８
年
Ｘ
月
定
例
会

議
会
基
本
条
例
の
発
議

06
令
和
８
年
Ｘ
月

議
会
基
本
条
例
制
定

07
令
和
５
年
３
月
～

令
和
６
年
øø
月

先
進
地
の
条
例
ൺ
ֱ

研
修
会
の
開
催

条
例
項
目
の
検
討

条
例
૲
案
の
作
成
な
ど

ùù
回
の
委
員
会
を
開
催

02
令
和
７
年
３
月
～

令
和
７
年
øù
月

議
会
ӡ
Ӧ
委
員
会
で

条
例
と
解
説
文
の
検
討

９
回
の
委
員
会
を
開
催

03
令
和
８
年
１
月
ùø
日
～

令
和
８
年
３
月
２
日

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
市
民
意
見
公
募
）実
施

04

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

議
会
、
議
員
の

五
つ
の
活
動
原
則

な
ぜ
必
要
？

特集

今はここ

ৄ
ࡉ
͸
͜
ͪ
Β

͸ͪ͜Βࡉৄ

市
中
ԝ
公
民
ؗ

議会基本条例、意見求む
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公開します。みんなの賛成と反対
結

果

議　員　名

案　件

大
山

隆
之

中
村

恵
輔

山
本

祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元

敏
徳

佐
伯

美
保

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村

晶
代

尾
島

武
弘

豆
田

優
子

戸
田

進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村

清
隆

髙
山

賢
二

可決 市一般職の職員の給与に関する条例を改正（人事院勧告に伴う改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

可決 市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例を改正（国家公務員に準拠する改正） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ○
可決 市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例を改正（国家公務員に準拠する改正） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○
可決 宗像地区事務組合規約を変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和７年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 部設置条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
不採択 福間南小学校の教育環境整備を求める請願 ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ●
可決 手数料条例及び印鑑条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 神興東小学校学童保育所・上西郷小学校学童保育所の指定管理者を指定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 農地災害復旧事業分担金徴収条例を制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 自転車等駐車場・自動車駐車場の指定管理者を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
採択 在自土石流危険区域の被害軽減に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例を改正（議会広報調査特別委員長の報酬を委員長の額とする改正） ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権
௠৘ อ ঢ͞Μٱձ　ձ長　大ڠඋ඼ࡐڭʗҰൠࣾஂ๏ਓ　೔ຊ͍ئըతͳ੔උਪਐʹ͍ͭͯͷ͓ܭඋ඼ͷࡐڭߍֶ˗

��݄ఆྫ会

議案等が議会に提出されて
から議決されるまでの審議・
審査の内容を報告します。

議案審議

12月
定例会

【
一
般
会
計
】

４
億
１
７
７
１
万
円
を
追
加
し

総
額
３
１
７
億
９
８
８
７
万
円
と

な
っ
た
。

主
な
内
容
と
質
疑

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

令
和
８
年
度
に
特
別
支
援
学
級

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
福
間
小
学

校
、
福
間
南
小
学
校
、
津
屋
崎
小

学
校
の
改
修
工
事
費
用１

１
１
０
万
円

中
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

令
和
８
年
度
に
通
常
学
級
、
特

別
支
援
学
級
の
増
加
が
見
込
ま
れ

部
設
置
条
例
を
改
正

限
ら
れ
た
人
員
の
中
、
部
経
営

の
観
点
か
ら
機
動
的
人
員
配
置
が

可
能
と
な
る
よ
う
機
構
の
一
部
を

見
直
す
。

　
　

市
民
共
働
部
の
廃
止
で
、
自

治
会
加
入
率
の
低
下
や
災
害
時
の

対
応
な
ど
、
地
域
課
題
へ
の
取
り

組
み
に
支
障
は
生
じ
な
い
か
。

　
　

自
治
会
加
入
促
進
や
災
害
対

応
の
強
化
等
を
目
的
に
、
市
民
生

活
部
及
び
経
済
産
業
部
へ
編
成
し
、

効
果
的
か
つ
迅
速
な
対
応
を
図
る
。

市
民
等
へ
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
通
じ
て
、
案
内
が
適
切
に

行
え
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
を
改

正
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

に
よ
り
、
住
登
外
者
の
宛
名
番
号

を
一
元
的
に
管
理
す
る
。

　
　

宛
名
番
号
を
一
括
で
管
理
す

る
に
あ
た
り
、
個
人
情
報
の
漏
洩

等
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
対
策
は
。

　
　

宛
名
番
号
は
庁
内
で
付
番
す

る
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
個
人
情

長
・
教
育
長
等
）の
手
当
等
を
含
む

費
用

７
０
７
３
万
円

　
　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
た
報

酬
ア
ッ
プ
が
含
ま
れ
た
補
正
で
議

員
手
当
が
マ
イ
ナ
ス
、
特
別
職
手

当
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
理
由
は
。

　
　

現
在
、
議
員
は
欠
員
が
１
人

で
あ
る
こ
と
、
新
市
長
の
在
職
期

間
が
短
い
こ
と
で
、期
末
手
当
ア
ッ

プ
分
を
含
め
て
も
、
特
別
職
分
は

当
初
予
算
か
ら
減
額
と
な
る
。

（
歳
入
）

農
地
災
害
復
旧
事
業
分
担
金

新
た
に
農
地
災
害
復
旧
工
事
費

の
計
上
に
伴
い
、
受
益
者
負
担
分

を
計
上

１
３
０
７
万
円

　
　
総
事
業
費
や
補
助
率
等
は
。

　
　

設
計
費
３
３
９
６
万
円
、
工

事
費
５
３
２
２
万
円
、
そ
の
う
ち

国
県
か
ら
の
補
助
が
ü÷
％
、
残
り

ü÷
％
の
う
ち
の
ú÷
％
を
、
受
益
者

の
負
担
分
と
し
て
見
込
ん
で
い
る
。

報
の
漏
洩
等
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

請
願

福
間
南
小
学
校
の
教
育
環
境
整
備

を
求
め
る
請
願

請
願
者

南
部

美
栄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
佐
藤

智
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
古
川

隆
邦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
石
原

政
道
さ
ん

紹
介
議
員

山
本

祐
平　
　

主
な
質
疑
と
意
見

　
　
「
解
消
に
進
む
か
否
か
の
方
針

決
定
を
」と
い
う
文
言
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
が「
解
消
に
進
ま
な

い
」と
い
う
判
断
を
す
る
リ
ス
ク
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
「
解
消
に
進
ま
な
い
」と
い
う

判
断
が
な
さ
れ
る
可
能
性
を
完
全

に
排
除
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

リ
ス
ク
の
想
定
が
甘
か
っ
た
。

　
　
　

福
間
南
小
の
教
育
環
境
整

備
の
必
要
性
は
賛
同
す
る
が
、
請

願
項
目
１「
過
大
規
模
校
の
解
消
に

進
む
か
否
か
の
方
針
決
定
を
今
年

度
中
に
行
う
こ
と
」と
い
う
文
言
は

「
解
消
に
進
ま
な
い
」選
択
肢
を
行

政
に
与
え
る
も
の
。
過
大
規
模
校

の
解
消
は
引
き
続
き
求
め
る
必
要

が
あ
り
、「
解
消
に
進
ま
な
い
」方

針
決
定
が
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
本
請
願

に
は
反
対
。

る
た
め
、
福
間
中
学
校
、
福
間
東

中
学
校
、
津
屋
崎
中
学
校
の
改
修

工
事
費
用

１
１
６
１
万
円

　
　

特
別
支
援
学
級
増
加
分
対
応

で
、
１
部
屋
を
間
仕
切
り
し
て
２

部
屋
に
す
る
と
い
う
が
、
教
室
の

広
さ
等
問
題
は
生
じ
な
い
の
か
。

　
　

限
ら
れ
た
学
校
施
設
の
中
で

学
校
と
相
談
し
な
が
ら
、
交
流
の

し
や
す
さ
や
教
室
の
配
置
等
を
考

え
、
特
別
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

障
害
者
自
立
支
援
事
業
費

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
に
つ

い
て
、
給
付
対
象
者
数
の
増
加
等

に
よ
り
給
付
費
を
増
額
す
る
も
の

１
億
１
３
７
１
万
円

　
　

対
象
者
増
加
の
人
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。
ま
た
、報
酬
単
価
ア
ッ

プ
は
当
初
予
算
策
定
時
に
見
込
め

な
か
っ
た
の
か
。

　
　

増
加
数
は
ü÷
人
程
度
の
見
込

み
。
報
酬
単
価
は
一
斉
に
改
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
徐
々
に
上

が
っ
て
く
る
た
め
、
当
初
予
算
策

定
時
に
見
込
む
こ
と
が
難
し
い
。

議
会
一
般
管
理
費

議
員
期
末
手
当
の
費
用

△
１
２
０
万
円

職
員
人
件
費

職
員
の
給
与
等
や
特
別
職（
市

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会

˛߽Ӎඃ͔֐Βͷૣظ෮چΛ
ͷͧΉ

総
務
文
教

委員会

反
対

ใࠂॻ͸ͪ͜Β

手
数
料
条
例
及
び
印
鑑
条
例
を
改

正
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電

信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
関
連
す
る
条

例
を
改
正
。

主
な
質
疑

　
　

改
正
後
、
移
動
端
末
設
備
の

定
義
が
変
わ
る
の
か
。
ま
た
、
市

民
へ
の
影
響
は
。

　
　

移
動
端
末
の
定
義
は
変
わ
ら

ず
、
市
民
へ
の
影
響
は
な
い
。

神
興
東
小
学
校
学
童
保
育
所
・
上

西
郷
小
学
校
学
童
保
育
所
の
指
定

管
理
者
を
指
定

株
式
会
社
テ
ノŋ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

主
な
質
疑

　
　

前
回
の
公
募
で
こ
の
業
者
か

ら
申
請
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
申

請
す
る
に
至
っ
た
理
由
は
。

　
　

す
で
に
他
の
学
童
で
指
定
管

理
を
し
て
い
る
の
で
、
全
体
運
営

の
観
点
か
ら
、
事
業
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

【
指
定
の
期
間
】

令
和
８
年
４
月
１
日
～

令
和
øù
年
３
月
úø
日

自
転
車
等
駐
車
場
・
自
動
車
駐
車

場
の
指
定
管
理
者
を
指
定

福
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

主
な
質
疑

　
　
稼
働
率
と
改
善
策
は
。

　
　

令
和
６
年
度
実
績
は
概
ね
１

０
０
％
超
だ
っ
た
が
、
さ
い
ご
う

口
第
３
号
自
転
車
等
駐
車
場
は
約

ú÷
％
。
視
認
し
に
く
い
場
所
な
の

で
看
板
で
の
誘
導
対
策
と
、
稼
働

率
向
上
の
た
め
の
協
議
を
行
う
。

【
指
定
の
期
間
】

令
和
８
年
４
月
１
日
～

令
和
øú
年
３
月
úø
日

農
地
災
害
復
旧
事
業
分
担
金
徴
収

条
例
を
制
定

豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
農
地
に

つ
い
て
、
国
の
災
害
復
旧
事
業
に

よ
り
復
旧
す
る
費
用
の
一
部
を
、

受
益
者
か
ら
徴
収
す
る
必
要
な
事

項
を
定
め
る
条
例
を
制
定
。

主
な
質
疑

　
　

分
担
金
の
割
合
で
あ
る
１
０

０
分
の
ú÷
の
設
定
根
拠
は
。

　
　

近
隣
の
分
担
金
徴
収
条
例
の

状
況
を
参
考
に
し
、
市
で
設
定
し

た
割
合
で
あ
る
。

請
願

在
自
土
石
流
危
険
区
域
の
被
害
軽

減
に
関
す
る
請
願

請
願
者

上
妻

正
志
さ
ん

紹
介
議
員

大
山

隆
之　
　

　
　
　
　
　
　

主
な
質
疑
と
意
見

　
　
請
願
項
目
４
の「
安
全
・
安
心

地
域
の
創
生
」と
は
何
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
の
か
。

　
　

請
願
項
目
１
か
ら
３
へ
の
対

応
が
難
し
い
場
合
、
何
ら
か
の
代

替
案
を
示
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

当
該
地
は
土
石
流
の
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
今
回
は
甚
大
な
被
害
に

至
ら
な
か
っ
た
が
、
早
急
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
た
め

賛
成
と
す
る
。

市
民
福
祉

委員会

ใࠂॻ͸ͪ͜Β

建
設
環
境

委員会

賛
成

ใࠂॻ͸ͪ͜Β

˛͍͞͝͏口ୈ̏߸ࣗసं౳றं৔

可  

決

可  

決

可  

決

可  

決

可  

決

採  

択

可  

決

可  

決

不
採
択

6議 会 だ よ り  ふ く つ7 議 会 だ よ り  ふ く つ
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髙山 賢二 議長

今回は
15人でした

議員͕ࢢ長΍ڭҭ委員ձͳͲʹର͠
ͯɺࢢ੓શൠͷࣥ行ঢ়گ΍ํ਑౳Λ
໰͏ͨΓɺઆ໌ΛٻΊͨΓ͠·ͨ͠ɻ

一 般質問という議員主導の
政策論議

現
在
、
本
市
の
消
防
団

員
は
定
員
を
満
た
し
て
い
な

い
。
各
消
防
団
で
は
団
員
確

保
に
か
な
り
苦
労
し
て
い

る
。
市
と
し
て
、
消
防
団
の

団
員
確
保
の
た
め
に
ど
ん
な

こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
消
防
活
動
中
に
音

声
に
よ
る
啓
発
を
行
う
こ
と

で
、
消
防
団
の
活
動
が
住
民

に
分
か
り
や
す
く
な
る
。「
只

今
、消
火
栓
の
点
検
中
で
す
」

な
ど
の
音
声
が
流
れ
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
は
。

消
防
団
員
数
減
少
は
、市

と
し
て
も
大
変
憂
慮
し
て
い

る
。
消
防
イ
ベ
ン
ト
や
転
入

手
続
時
に
、
団
員
募
集
チ
ラ

シ
を
配
布
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発

信
を
し
て
い
る
。
３
月
に
は

加
入
促
進
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
。

音
声
デ
ー
タ
の
活
用
で
、

地
域
住
民
に
消
防
団
の
活
動

を
周
知
で
き
る
。
音
声
デ
ー

タ
作
成
の
検
討
を
し
た
い
。

市が消防団確保のため行っていることは
募集チラシの配布やＳＮＳで勧誘動画を発信している

秦 浩 議員

རΛݖຽͷ஌Δࢢ˛
อো͢Δ৘ใެ։੍౓

˛஍ҬͷࢠͲ΋ͱҰॹ
ࢠ࿅͍ͯ͠Δ༷܇ʹ

˛஍Ҭ׆ಈࢧԉηϯλʔ
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౴ห

本
市
で
も
情
報
公
開
の

Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

会
議
の
非
公
開
部
分
に
関

す
る
会
議
録
作
成
の
必
要
性

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
の
会
議
録
が

不
存
在
に
な
っ
た
理
由
の
一

つ
に
、
会
議
が
非
公
開
だ
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
再
発
防
止

の
た
め
に
は
、
会
議
録
作
成

要
綱
等
の
規
程
に
非
公
開
会

議
の
会
議
録
作
成
に
つ
い
て

明
記
す
べ
き
で
は
。

市
民
の
利
便
性
向
上
や

職
員
の
業
務
効
率
化
を
図
る

Ｄ
Ｘ
化
は
必
要
と
考
え
る
。

会
議
の
公
開
・
非
公
開
に

関
わ
ら
ず
、
会
議
録
は
作
成

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

所
管
課
ご
と
に
異
な
っ
た

解
釈
が
出
て
く
る
の
で
あ
れ

ば
、
非
公
開
部
分
も
作
成
す

べ
き
等
の
文
言
の
追
加
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

情報公開制度をガバナンスでどう捉えるか
開かれた市政を実現するため、とても重要だと考えている

山本 祐平 議員

ひ
き
こ
も
り
支
援
施
設

の
開
設
に
必
要
な
条
件
は
、

市
が
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
業
務
委
託
し
て
い
る
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
近
い

条
件
と
な
っ
て
い
る
。
ひ
き

こ
も
り
を
受
け
入
れ
る
施
設

を
新
設
す
る
の
で
は
な
く
、

既
存
の
施
設
に
委
託
す
れ

ば
、
国
の
補
助
金
を
受
け
な

が
ら
開
設
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
の
で
は
。

ひ
き
こ
も
り
対
策
は
居

場
所
づ
く
り
を
含
め
た
支
援

が
必
要
で
あ
る
。
ひ
き
こ
も

り
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
中
の
居

場
所
づ
く
り
事
業
と
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
非
常
に

類
似
し
て
い
る
。
国
に
よ
る

補
助
制
度
を
活
用
す
れ
ば
事

業
費
の
ü÷
％
が
支
援
さ
れ

る
。
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、

対
象
人
数
や
効
果
、
運
営
体

制
等
を
よ
り
詳
細
に
調
査
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
。

ひきこもり支援施設運営補助はあるのか
生活困窮者就労準備支援事業費等補助金があり、研究したい

大山 隆之 議員

こ
こ
数
年
で
の
市
内
の

い
じ
め
、
不
登
校
、
虐
待
の

通
報
や
発
見
数
の
推
移
は
。

近
隣
市
に
は
、
子
ど
も
の

権
利
に
関
す
る
相
談
窓
口
が

あ
る
。
子
ど
も
が
増
加
し
て

い
る
本
市
で
も
必
要
で
は
。

県
で
は
、
子
ど
も
に
寄
り

添
え
る
大
人
を
増
や
す
た
め

の
講
習
な
ど
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
考
え
は
。

虐
待
通
報
数
、
い
じ
め

認
知
数
、
不
登
校
件
数
は
、

す
べ
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。

国
も
子
ど
も
の
権
利
擁
護

機
関
の
調
査
研
究
を
し
て
お

り
、
本
市
で
も
ど
ん
な
体
制

が
必
要
か
を
、
子
ど
も
の
権

利
に
関
す
る
条
例
策
定
の
議

論
の
中
で
協
議
し
て
い
く
。

講
習
会
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
の
動
き
を
情
報
収
集
し

な
が
ら
、
ま
ず
は
担
当
部
局

か
ら
勉
強
し
て
伝
え
て
い
け

る
よ
う
に
し
た
い
。

子どもの相談体制の整備、市の考えは
国県の動向を見つつ、子ども権利条例と併せて検討する

石田 まなみ 議員

౴ห

౴ห

౴ห

本
市
の
介
護
認
定
審
査

期
間
は
約
úü
日
、
人
口
規
模

と
高
齢
化
率
が
近
い
古
賀
市

は
約
úù
日
、
行
橋
市
は
約
úû

日
で
あ
る
が
、
審
査
期
間
短

縮
に
向
け
て
解
決
す
べ
き
課

題
と
認
定
率
の
分
析
結
果
は
。

ま
た
、
よ
り
良
い
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
見
解
に
つ

い
て
伺
う
。

事
務
の
効
率
化
の
た
め
、

認
定
審
査
会
ま
で
の
事
務
フ

ロ
ー
を
見
直
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
が
進
め
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
で
、特
に
時

間
を
要
す
る
主
治
医
意
見
書

を
電
子
的
に
受
領
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
来
年
度
以
降
の

運
用
に
向
け
て
段
階
的
に
調

整
さ
れ
て
い
る
。認
定
率
・
申

請
者
数
は
後
期
高
齢
者
の
増

加
に
伴
い
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

信
頼
に
応
え
る
質
の
高
い

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
続
け
て
い
き
た
い
。

介護認定結果通知日の原則は守られるか
期間の短縮に向けて改善し、できるだけ速やかに通知する

中村 清隆 議員

指
定
管
理
者
が
実
施
し

た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
概
ね
良
好
と
さ
れ
て

い
る
が
、
解
決
す
べ
き
課
題

が
あ
る
と
考
え
る
。
福
間
駅

み
や
じ
口
駐
輪
場
の
管
理
で

は
、
空
き
が
出
た
際
の
ウ
ェ

ブ
抽
選
を
望
む
声
が
あ
る
。

ま
た
、
宮
司
コ
ミ
セ
ン
の
調

理
室
で
は
換
気
扇
の
能
力
不

足
で
カ
レ
ー
が
作
れ
な
い
な

ど
調
理
が
制
限
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
指
定
管
理
者
の

問
題
で
は
な
く
、
行
政
の
問

題
で
は
な
い
の
か
。

駐
輪
場
は
、
課
題
解
決

に
向
け
て
管
理
者
と
市
で
協

議
し
て
い
る
。
宮
司
コ
ミ
セ

ン
の
施
設
本
体
部
分
に
つ
い

て
は
市
の
責
任
に
お
い
て
対

処
す
る
部
分
で
は
あ
る
が
、

機
材
更
新
は
難
し
い
た
め
、

使
い
方
を
工
夫
す
る
形
で
快

適
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

指定管理者を管理する施設担当課の役割は
実地調査を踏まえたモニタリング評価を適切に行う

豆田 優子 議員

౴ห

౴ห

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
で
培
っ
た
小
中
学
校
と
地

域
の
学
び
を
高
校
に
つ
な
ぐ

た
め
、光
陵
高
校
・
水
産
高
校

と
連
携
協
定
を
結
ん
で
は
。

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
市
に
は

学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

や
将
来
の
担
い
手
育
成
の
効

果
が
あ
り
、
高
校
に
は
地
域

密
着
型
の
公
立
高
校
と
い
う

特
色
を
生
徒
募
集
に
生
か
せ

る
強
み
が
あ
る
。
キ
ッ
カ
ケ

ラ
ボ
の
活
用
も
含
め
て
継
続

的
な
仕
組
み
に
し
て
は
。

両
校
と
の
連
携
は
、
小

中
学
校
に
続
く
学
び
の
連
続

性
と
持
続
可
能
な
人
材
確
保

の
面
か
ら
必
要
。
光
陵
高
校

と
は
県
教
委
を
含
め
て
協
議

す
る
。連
携
協
定
を
締
結
し
、

年
間
計
画
で
の
具
体
的
な
取

り
組
み
を
決
め
た
い
。今
後
、

水
産
高
校
と
も
協
定
を
結

び
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
教
育
と
併

せ
て
、
連
携
を
強
め
た
い
。

市内県立高校と連携協定を結ぶべきでは
今後、両校と協定を結んでさらに連携を深めていきたい

中村 恵輔 議員
ແঈԽ౳ߍߴཱࢲɺޙࠓ˛
Ͱఆ員ׂΕͷެཱߍߴ΋

子
ど
も
が
安
心
し
て
就

学
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
発

達
や
健
康
状
態
の
確
認
が
必

要
で
あ
る
。
本
市
で
は
３
歳

児
健
診
以
降
、
就
学
前
ま
で

の
健
診
が
実
施
さ
れ
て
お
ら

ず
、
支
援
の
必
要
な
子
ど
も

を
見
逃
す
懸
念
が
あ
る
。

昨
年
、
５
歳
児
健
診
導
入

の
必
要
性
を
質
し
た
際
、
検

討
し
て
い
く
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
検
討

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

実
施
方
法
は
、
園
医
方

式
と
集
団
健
診
方
式
の
併
用

で
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
が
、
人
員
体
制
の
確

保
が
未
だ
課
題
で
あ
る
。

現
在
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
対
象
児
童
の
保
護
者

と
保
育
士
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
そ
の
中
か
ら
必
要

に
応
じ
て
面
談
等
で
、
早
期

支
援
に
つ
な
げ
る
体
制
を
め

ざ
し
て
い
る
。

５歳児健診実施に向けた検討の進捗は
現体制の中で工夫し、できることから取り組んでいく

井手口 忠信 議員

郷
づ
く
り
代
表
者
会
議

で
の
意
見
や
要
望
は
。

現
行
の
郷
づ
く
り
に
関
す

る
例
規
に
つ
い
て
協
議
会
や

住
民
に
向
け
た
説
明
会
を
実

施
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

代
表
者
会
議
の
委
員
か

ら「
住
ん
で
い
る
地
域
に
興

味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
郷
づ
く
り
活
動
の

後
押
し
と
な
る
条
例
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
」と
の

要
望
が
出
て
い
た
。
条
例
策

定
に
関
す
る
話
し
合
い
を
代

表
者
会
議
で
し
て
い
き
た
い
。

郷
づ
く
り
に
関
連
す
る
例

規
を
地
域
に
十
分
理
解
い
た

だ
け
て
い
な
い
状
況
も
あ

る
。
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会

へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
、
協
議
会
の
役
員
が
変
わ

る
年
度
当
初
の
郷
づ
く
り
代

表
者
会
議
で
、
そ
れ
ら
の
説

明
を
行
う
な
ど
継
続
的
に
周

知
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

郷づくり推進条例をなぜ制定するのか
郷づくり活動が円滑に実施されるよう支援するため

榎本 博 議員
˛ଟ͘ͷࢢຽ͕࣏ࣗձ׆
ಈʹ͕ܨΔ৚ྫͷࡦఆΛʂ

˛͓༡ٔձͷ࿅शʹ
ྭΉ̑ ͪͨࣇࡀ
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議員໊ ͦͷଞͷ࣭໰

ਇ　　　ߒ ݱͷۀࣄձͷ޻ग़͍ͯ͠Δ঎ࢧॿۚΛิ͕ࢢ
ঢ়΍ࢧԉࡦʹ͍ͭͯ

山ຊ　༞ฏ ຊࢢͷ͍͡ΊରԠʹ͍ͭͯ

大山　隆之 ͍ͯͭʹࡦର֐ࡂ

中村　恵輔 ෱ؒೆখֶߍͷڭҭڥ؀ͷݱঢ়ͱޙࠓʹ͍ͭ
ͯ

井手口忠信 ෱௡ࠃࢢຽ݈߁อݥୈ̏ظอ݈ܭࢪ࣮ۀࣄ
ըɾୈ̐ظಛఆ݈߁਍ࠪ౳࣮ܭࢪըʹ͍ͭͯ

ӿຊ 　ത ஍Ҭڌ఺ͷ੔උʹ͍ͭͯ

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①議会で制定を検討している
のは何？
②議会で３月２日まで募集し
ているのは何？
③次回の定例会の開会日は？

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。私を探してね。

議員໊ ͦͷଞͷ࣭໰

中村　ਗ਼隆
;ͭ͘ϛχόεʹ͍ͭͯ

߽Ӎ֐ࡂͷ෮چʹ͍ͭͯ

౾ా　༏ࢠ ֶͼͷػձΛ͢΂ͯͷࢠͲ΋ʹอো͢ΔͨΊ
ͷऔΓ૊Έʹ͍ͭͯ

ਐҰ　ాށ ෆొߍʹ͍ͭͯ

岩下 　豊

৽ઃখֶݐߍઃۀࣄͱ෱௡ࢢ։発ࢦۀࣄಋཁ
͍ͯͭʹߝ
;ͭ͘৐߹λΫγʔͱউӜ஍۠ͷެަڞ௨ʹ
͍ͭͯ

ഢ　ඒอࠤ

҆৺ͯ͠ࢠҭͯͰ͖Δࢧԉମ੍֬อʹ͚ͨ޲
͍ͯͭʹ਍ͷऔΓ૊Έ්݈࢈
݄̔ͷ大ӍʹΑΔඃ֐౳͓Αͼ৽ઃߍपล஍
ҬΛؚΉޙࠓͷ๷ࡂରࡦ౳ʹ͍ͭͯ

倉元　敏徳 ͍ͭʹഇॲཧ৔ͷ༷ʑͳ՝୊ʹର͢ΔରԠ࢈
ͯ

中村　晶代

ઃͷஉੑτΠϨ΁ͷαχλϦʔϘοΫࢪڞެ
εઃஔʹ͍ͭͯ
հۀޢ຿ͱ஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔͷ՝୊ͱࠓ
͍ͯͭʹͷల๬ޙ

ඌౡ　෢߂ ௗ्ඃ֐ʹ͍ͭͯ

他にもこんな質問がありました

市政を

市
は
令
和
９
年
４
月
か

ら
公
共
施
設
使
用
料
改
定
の

検
討
を
発
表
。
全
て
の
住
民

は
公
共
施
設
を
利
用
す
る
権

利
を
持
っ
て
い
る
。
市
は
使

用
料
改
定
の
理
由
に
、
利
用

す
る
人
と
し
な
い
人
の
負
担

の
公
平
性
を
あ
げ
て
い
る
。

行
政
の
役
割
が
住
民
福
祉
の

向
上
な
ら
、
利
用
し
て
い
な

い
人
が
ど
う
し
た
ら
利
用
す

る
よ
う
に
な
る
か
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
負
担
の

公
平
性
と
言
う
が
、
値
上
げ

に
よ
っ
て
経
済
的
に
厳
し
い

団
体
等
の
権
利
を
阻
害
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
。

施
設
の
利
用
促
進
も
重

要
な
課
題
と
受
け
止
め
、
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
を
検
討
中
。
経
済
的
に
厳

し
い
人
へ
の
支
援
は
、
使
用

料
見
直
し
と
は
別
に
、
国
の

政
策
等
を
含
め
て
行
政
全
体

で
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

福
間
南
の
苅
目
川
は
、

過
去
に
約
２
千
万
円
か
け
て

溢
水
対
策
の
基
本
計
画
を
策

定
し
た
。
こ
の
計
画
の
中
で

示
さ
れ
た
浸
水
箇
所
の
上
流

域
で
の
分
水
案（
古
賀
市
千

鳥
ヶ
池
に
流
す
）は
、協
議
中

断
で
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

溢
水
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

畦
町
を
流
れ
る
本
木
川
は

県
管
理
で
あ
る
た
め
、
県
が

再
発
防
止
対
策
と
し
て
、
約

ø÷
億
円
の
補
正
予
算
を
øù
月

県
議
会
に
提
出
す
る
。
改
修

内
容
を
明
ら
か
に
し
、
住
民

に
説
明
す
べ
き
で
は
。

苅
目
川
の
溢
水
対
策
の

分
水
案
は
、
古
賀
市
と
協
議

を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

本
木
川
は
、
県
も
国
の
災

害
認
定
を
受
け
て
お
り
、
改

修
内
容
が
示
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
県
と
連
携
し
住

民
説
明
会
を
行
う
。

公共施設使用料の低減を考えるべきでは

８月豪雨での河川溢水の再発防止策は

施設維持や利便性向上のため利用者に応分を負担いただく

苅目川の対策は、古賀市と協議を進めていく必要がある

岩下 豊 議員

戸田 進一 議員
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フ
ク
ス
タ
な
ど
学
校
外

の
居
場
所
に
不
登
校
の
児
童

生
徒
が
１
人
で
通
え
る
体
制

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
市
や
県
の
施

設
、
居
場
所
等
へ
の
送
迎
支

援
に
つ
い
て
は
。

ど
こ
に
も
つ
な
が
っ
て
い

な
い
不
登
校
の
児
童
生
徒
へ

の
支
援
の
拡
充
は
。

送
迎
支
援
の
要
望
の
声

や
、
全
国
で
の
実
施
例
等
も

承
知
し
て
い
る
。

学
校
外
へ
の
支
援
施
設
等

に
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
大
変
大
切
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
や
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
物
的
人
的
資

源
の
充
実
を
図
る
必
要
も
あ

る
。
児
童
生
徒
の
実
態
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ
、
関

係
部
課
と
も
情
報
共
有
や
協

議
を
し
、
市
全
体
で
考
え
て

い
き
た
い
。

不登校児童生徒のみでのフクスタ利用は
利用のハードルを下げ、居場所の拡充を考えたい

佐伯 美保 議員

高
収
益
作
物
導
入
支
援

事
業
で
支
援
し
て
い
る
品
目

は
何
か
。
支
援
件
数
と
耕
作

面
積
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

作
付
け
し
て
か
ら
収
益
が

上
が
る
ま
で
の
期
間
は
。
ま

た
、
技
術
支
援
は
ど
う
し
て

い
る
か
。

高
収
益
作
物
導
入
支
援

事
業
は
令
和
６
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
苗
木
や
栽
培

に
必
要
な
資
材
購
入
の
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
支
援
し
て

い
る
品
目
と
件
数
、
耕
作
面

積
は
、
ブ
ド
ウ
が
５
人
で
ù÷

ａ
、
イ
チ
ジ
ク
が
２
人
で
ø÷

ａ
と
な
っ
て
い
る
。

作
付
し
て
収
穫
ま
で
は
、

２
～
３
年
、
安
定
し
て
収
穫

で
き
る
ま
で
は
、
も
う
少
し

時
間
を
要
す
る
。
ま
た
、
福

津
果
樹
研
修
会
を
こ
の
７
人

で
組
織
し
、
Ｊ
Ａ
む
な
か
た

の
営
農
指
導
員
が
技
術
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

特産品となり得る農産物への支援状況は
高収益作物導入支援事業による苗木や資材購入を補助

倉元 敏徳 議員

病
気
や
事
故
で
排
泄
に

障
害
が
あ
り
、
腹
部
に
ス

ト
ー
マ（
人
工
肛
門
・
膀
胱
）

を
造
設
し
て
い
る
オ
ス
ト
メ

イ
ト
の
人
が
市
内
に
１
０
０

人
ほ
ど
お
ら
れ
る
。
日
々
必

要
な
畜
便
・
畜
尿
パ
ウ
チ
へ

の
助
成
を
非
課
税
世
帯
以
外

に
も
拡
充
で
き
な
い
か
。

ま
た
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
の
設
置
拡
大
と
災
害

時
の
福
祉
避
難
所
対
応
は
。

独
自
に
パ
ウ
チ
の
助
成

を
拡
充
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
、
本
市
は
基
準
に
基

づ
き
実
施
。
拡
充
は
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

対
応
ト
イ
レ
は
現
在
市
内

に
７
カ
所
あ
り
、
温
水
も
使

え
る
。
新
た
な
施
設
に
は
法

改
正
に
則
っ
て
設
置
を
検
討

し
て
い
く
。
災
害
時
は
福
祉

避
難
所
３
カ
所
で
対
応
し
て

お
り
、
今
後
は
表
示
等
で
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

オストメイト（ストーマ使用者）への対応は
災害時含め、対応トイレがわかりやすいよう表示を進める

中村 晶代 議員

౴ห

౴ห

౴ห

８
月
の
集
中
豪
雨
で
被

災
し
た
農
地
や
農
業
機
械
、ハ

ウ
ス
等
の
農
業
施
設
は
、営
農

に
必
要
不
可
欠
で
重
要
な
も

の
だ
。
来
年
の
営
農
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
に
、復
旧
に
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め

て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
今

後
復
旧
完
了
ま
で
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

被
災
時
は
稲
に
水
が
必

要
な
と
き
だ
っ
た
た
め
、応
急

処
置
を
含
め
、稲
作
に
必
要
な

施
設
を
優
先
的
に
補
修
し
た
。

今
後
は
国
の
補
助
採
択
を
受

け
工
事
を
発
注
し
、土
木
業
者

の
協
力
も
得
な
が
ら
、来
年
の

営
農
へ
の
影
響
を
で
き
る
だ

け
減
ら
す
よ
う
に
、今
後
も
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
。

被
災
し
た
３
０
９
件
の
内
、補

修
が
進
ん
で
な
い
１
２
８
件

に
つ
い
て
は
、農
業
者
と
情
報

共
有
に
努
め
、復
旧
に
向
け

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
。

農業用施設災害復旧の今後の進め方は
来年の営農への影響を考慮しスピード感ある対応をする

尾島 武弘 議員
˛෮͕چਐΜͰ͍ͳ͍
大ӍͰ่མͨ͠ਫ࿏๏໘

౴ห

正
式
に
は「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
」、ま
た
は「
市
民
意
見
公
募
」

と
い
い
ま
す
。
国
や
自
治
体
が
法

律
や
制
度
、計
画
を
決
め
る
前
に
、

そ
の
案
を
公
表
し
、
広
く
国
民
・

住
民
か
ら
意
見
や
情
報
を
募
集
す

る
仕
組
み
で
す
。
集
ま
っ
た
意
見

を
検
討
し
、
案
に
反
映
し
ま
す
。

ま
た
、
採
用
し
な
か
っ
た
意
見
も

理
由
と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
市

民
参
加
の
促
進
と
透
明
性
向
上
の

た
め
に
実
施
さ
れ
る
重
要
な
制
度

で
す
。

今
号
特
集
で
は
議
会
基
本
条
例

制
定
に
向
け
て
、
パ
ブ
コ
メ
募
集

の
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

パ
ブ
コ
メ
って
な
に
？

パブリックコメント

案

市・市議会

市民

意見

1 0議 会 だ よ り  ふ く つ1 1 議 会 だ よ り  ふ く つ



議会だよりふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見などがありましたら、声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とするほか、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。

P O S T  C A R D

８１１-３２９３
福津市役所　
議会事務局 行
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お手数ですが

切手をお貼り

ください

郵送する場合
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市議会にࠆߌ߅‥೏ᆕອ会ߪߣ

特別委員会ってなに？
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委員会調査リポート

援
体
制
の
構
築
が
望
ま
れ
る
。
ス

マ
ー
ト
農
業
で
新
規
就
農
者
が
増
加

す
る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
が
期
待

で
き
る
。
本
市
で
も
新
規
就
農
体
制

の
整
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

が
重
要
と
考
え
る
。

将
来
的
な
農
業
基
盤
の
維
持
・
強

化
を
図
る
上
で
、
新
規
就
農
の
受
け

入
れ
体
制
や
支
援
制
度
の
充
実
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
農
業
後
継

者
不
足
や
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
が
重
要
な
課
題
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
他
自
治
体
の
先
進
的
な
取

り
組
み
を
視
察
し
た
。

調
査
結
果

滋
賀
県
守
山
市
は
、
市
農
政
課
が

就
農
相
談
を
担
い
、
窓
口
以
外
に
就

農
フ
ェ
ア
、県
や
Ｊ
Ａ
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
の
相
談
経
路
の
多
様
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。
就
農
希

望
者
が
安
心
し
て
就

農
で
き
る
多
様
な
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
構
築

さ
れ
て
い
る
。

広
島
県
北
広
島
町

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
稲
作
管
理
シ
ス

テ
ム
で
省
力
化
と
効

率
化
が
図
ら
れ
若
手

就
農
者
が
増
加
。
こ
れ
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
米
づ
く
り

産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
た
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

就
農
フ
ェ
ア
や
地
域
説
明
会
で
の

希
望
者
に
応
じ
た
個
別
支
援
体
制
、

研
修
か
ら
独
立
後
ま
で
一
貫
し
た
支

新
規
就
農
と
ス
マ
ー
ト
農
業
に

つ
い
て
視
察

ࣄ委員ձۀ੔උ෦ɺ೶ࢢ෦ɺ౎ۀ࢈ࡁܦಇ෦ɺڞຽࢢ
຿ہͷࣄ຿ʹ͍ͭͯௐ͍ࠪͯ͠ڀݚ·͢ɻ

建 設 環 境 委 員 会

ใࠂॻ͸ͪ͜Β

る
。
今
回
の
災
害
被
害
の
要
因
に
つ

い
て
防
災
・
福
祉
・
医
療
等
の
専
門

的
な
知
見
を
活
用
し
分
析
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
地
域

防
災
計
画
等
の
見
直
し

と
災
害
対
応
力
の
強
化

を
す
べ
き
で
あ
る
。

定
こ
ど
も
園
の
計
５
園
で
同
制
度
を

実
施
し
て
い
る
。
利
用
受
付
は
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
登
録
。
担
当
課
で
の

面
接
時
に
子
ど
も
の
基
本
項
目
な
ど

を
聴
取
す
る
。
対
象
乳
幼
児
は
４
６

６
人
で
現
在
の
登
録
人
数
は
１
４
５

人
。
月
ø÷
時
間
を
上
限
に
チ
ケ
ッ
ト

を
発
行
し
て
運
用
し
て
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

本
市
は
保
育
士
不
足
や
待
機
児
童

の
状
況
か
ら
、
私
立
園
で
の
実
施
は

当
面
は
難
し
い
た
め
、
公
立
保
育
所
で

導
入
を
め
ざ
し
て
い
る
。
同
制
度
は
、

在
宅
の
子
育
て
世
帯
の
孤
立
を
防
ぐ

目
的
も
あ
る
た
め
、
速

や
か
な
制
度
拡
充
の
準

備
が
必
要
で
あ
る
。

令
和
７
年
８
月
の
豪
雨
で
２
人
が

亡
く
な
り
、
各
施
設
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
た
。
市
の
初
動
対
応
を
検

証
し
、
課
題
と
見
直
し
の
方
向
性
を

明
確
に
す
る
た
め
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果

初
動
対
応
に
つ
い
て
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
等
に
よ
り
市
地
域
防
災
計

画
の
災
害
対
策
本
部
設
置
基
準
お
よ

び
避
難
指
示
発
令
基
準
を
満
た
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
９
日
夜
間

に
災
害
対
策
本
部
の
設
置
お
よ
び
避

難
指
示
の
発
令
が
行
わ
れ
ず
、
避
難

所
開
設
や
災
害
関
連
情
報
の
周
知
が

来
年
度
か
ら
実
施
予
定
の「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」に
つ
い
て
、

試
行
実
施
し
て
い
る
埼
玉
県
志
木
市

と
行
田
市
を
視
察
し
、
状
況
の
調
査

遅
れ
た
。
他
方
で
、

避
難
所
や
相
談
窓
口

の
設
置
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
開
設
、
災
害
救
助

法
の
適
用
等
、
被
災

者
支
援
に
つ
い
て
は

概
ね
計
画
ど
お
り
実

施
さ
れ
た
。
検
証
を

進
め
、
地
域
防
災
計

画
お
よ
び
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
修
正
案
を
作
成
し
、
年
度
内
に
市

民
へ
報
告
す
る
方
針
で
あ
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

地
域
防
災
計
画
の
基
準
を
満
た
す

状
況
で
は
、
夜
間
で
あ
っ
て
も
躊
躇

な
く
避
難
指
示
を
発
令
す
べ
き
で
あ

と
課
題
等
の
把
握
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

志
木
市
で
は
、
令
和
５
年
度
に
同

制
度
の
実
施
内
容
検
討
お
よ
び
公
立

保
育
所
向
け
の
説
明
会
を
実
施
。
翌

年
度
に
は
民
間
事
業
者
に
事
業
説
明

会
を
実
施
し
た
。
令
和
７
年
度
に
柔

軟
利
用
を
開
始
。
現

在
は
８
つ
の
私
立
園

が
同
制
度
の
対
象
施

設
で
あ
る
。

行
田
市
で
は
、
令

和
６
年
度
か
ら
試
行

的
事
業
を
１
園
か
ら

実
施
。
そ
の
後
追
加

拡
大
し
、
現
在
は
保

育
所
・
幼
稚
園
・
認

˛੍౓ಋೖʹ͚޲ઌ行࣮͍ͯ͠ࢪ
Δ࣏ࣗମΛௐࠪ

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
先

行
実
施
自
治
体
を
視
察

地
域
防
災
計
画
と
業
務
継
続
計

画
を
検
証
し
、
課
題
を
調
査

૯຿෦ɺܦӦاը෦ɺڭҭ෦ɺձܭ՝ɺࣄ؂ࠪ຿ہ౳
ͷࣄ຿ʹ͍ͭͯௐ͍ࠪͯ͠ڀݚ·͢ɻ
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ͯௐ͍ࠪͯ͠ڀݚ·͢ɻ

総 務 文 教 委 員 会市 民 福 祉 委 員 会

ใࠂॻ͸ͪ͜Βใࠂॻ͸ͪ͜Β
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紙面の感想やご意見があればご記入ください。Ｑ
3

感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、切手を
貼って郵送するか、市役所、市図書館、津屋崎行政セ
ンター設置の意見箱に投函してください。なお、右の
感想・ご意見フォームからも提出できます。

特集  議会基本条例、意見求む

改善してほしいと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

今号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
１

2026.冬号2026.冬号

感想・ご意見フォーム

議会だよりについ

ての市民の皆様の

感想やご意見を

紹介します。

発行責任者　議長　髙山 賢二
議会広報調査特別委員会
委　員　長　中村 恵輔
副 委 員 長　中村 晶代
委　　　員　大山 隆之　　岩下 　豊
　　　　　　井手口 忠信　倉元 敏徳

ふ
ん
ち
ゃ
ん
を
探
せ
！

ふ
ん
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
答
え

①議会基本条例
②パブリックコメント
③２月27日㈮

同
研
修
会
へ
広
報
委
員

長
が
参
加
し
ま
し
た
。「
戦

略
的
広
報
と
議
会
報
づ
く

り
の
型
」を
テ
ー
マ
に
広
報

の
目
的
や
紙
面
構
成
を
学

び
ま
し
た
。
今
後
の
広
報

編
集
に
生
か
し
、
市
民
へ

伝
わ
る
広
報
の
充
実
を
め

ざ
し
ま
す
。

ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
内
容
へ
と
磨
き

上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
任
期
が
残
り
一
年
を
切

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
を

形
に
し
、
次
の
時
代
へ
引
き
継
ぐ

重
要
な
局
面
で
す
。
信
頼
さ
れ
る

議
会
を
め
ざ
し
、
こ
の
一
年
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

福
津
市
議
会
議
長

髙
山

賢
二

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
福
津
市
議
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
豪
雨
災
害
も
あ
り
、
市

民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
改

め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
、
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
施
策
を
後
押
し
す
る
と
と

も
に
、
一
層
の
防
災
・
減
災
の
強

化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
号
で
は
議
会
基
本
条
例
の
制

定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
特
集
し

ま
し
た
。
現
在
、
条
例
案
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た

福
岡
県
中
部
十
一
市
議

会
議
長
会
主
催
の
議
員
研

修
会
が
古
賀
市
で
開
催
さ

れ
、
市
議
会
と
し
て
出
席

し
ま
し
た
。「
議
員
の
基
本

的
役
割
～
発
言
を
中
心
に

～
」を
テ
ー
マ
に
全
国
市
議

会
議
長
会
の
篠
田
光
洋
氏

か
ら
議
員
の
基
本
的
役
割

や
一
般
質
問
・
討
論
に
お

け
る
発
言
の
在
り
方
に
つ

い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
が
果
た
す
べ
き
チ
ェ
ッ

ク
機
能
と
政
策
提
案
力
を

改
め
て
確
認
し
、
今
後
の

議
会
活
動
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
。

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
広
報
研
修
会
に
参
加

福
岡
県
中
部
十
一
市
議
会
議
長
会
の
議
員
研
修
会
に
出
席

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

ま
た
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
方

に
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
災

害
以
前
の
暮
ら
し
に
一
日
も
早
く

戻
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
お
祈
り

し
ま
す
。（

だ
る
ま
さ
ん
／
ü÷
歳
代
）

前
号
の
検
証
！
ふ
く
つ
の
く
ら

し
で
は
、
市
の
予
算
の
使
い
方
に

つ
い
て
の
特
集
が
組
ま
れ
て
い
て
、

「
な
る
ほ
ど
～
」
と
興
味
深
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
津
市

は
、
お
金
が
な
い
、
お
金
が
な
い

と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
人
口
も

増
え
て
、
税
収
も
上
が
っ
て
い
る

は
ず
な
の
に
、
な
ん
で
そ
ん
な
に

お
金
が
な
い
の
か
と
疑
問
に
思
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
が
納
め
た
税
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
の
支
出
を

現
実
的
な
金
額
に
置
き
換
え
た
、

税
金
一
万
円
の
用
途
が
と
て
も
わ

か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

私
た
ち
も
、
福
津
市
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知
り
た
い

と
感
じ
る
内
容
で
し
た
。

（
ね
こ
す
け
さ
ん
／
û÷
歳
代
）

前
号
で
、
議
会
だ
よ
り
の
表
紙

や
紙
面
に
生
徒
た
ち
を
登
場
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
ん
な
仕
上
が
り
に
な

る
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

と
て
も
素
敵
な
出
来
上
が
り
で
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

も
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
決
算
に

つ
い
て
や
議
会
の
こ
と
、
生
徒
た

ち
に
質
問
さ
れ
た
け
ど
う
ま
く
答

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前
号

の
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
、
問
題

解
決
！
次
号
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

津
屋
崎
書
道
教
室
と
し
て
立
ち

上
げ
て
、
ち
ょ
う
ど
ø÷
周
年
を
迎

え
、
良
い
記
念
と
な
り
ま
し
た
。

（
津
屋
崎
書
道
教
室
さ
ん
）

令
和
６
年
度
の
事
業
が
わ
か
り

や
す
く
書
い
て
あ
り
、
他
の
事
業

に
つ
い
て
も
見
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
福
津
市
は
、
お
金
が
無

い
と
聞
き
ま
し
た
が
、
人
口
が
増

え
て
い
る
の
に
な
ぜ
お
金
が
な
い

の
か
疑
問
で
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
商
品
券

が
な
く
な
っ
て
残
念
に
思
っ
て
い

る
人
が
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
再

開
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？
再
開
さ
れ
れ
ば
い
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

（
も
っ
ち
さ
ん
／
ú÷
歳
代
）

補
正
予
算
で
８
月
の
豪
雨
災
害

の
復
旧
事
業
費
が
、
沢
山
審
議
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
未
だ
に
災
害
の

爪
痕
が
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
残
っ
て
い
ま
す
。
通
行
止
め
の

道
路
も
ま
だ
あ
る
の
で
、
早
く
復

旧
出
来
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

閉
会
中
の
議
会
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。
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編集後記
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議会の二つの使命

11
7

11
11

83
号
の
特
集

検
証
！
ふ
く
つ
の
く
ら
し

を
読
ん
で

と
て
も
素
敵
に

出
来
上
が
っ
て
い
て

び
っ
く
り

前
号
のG

-FU
KU

TSU

議
案
審
議
、
補
正
予
算
を

読
ん
で

　議ձΛ๣ௌͯ͠Έ·ͤΜ͔ɻ๣ௌͷ
ଇΛ९क͠ɺ大੠΍ഥ手ن͸ɺ๣ௌࡍ
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議会の傍聴 中継・録画配信

中ܧɾ࿥ը഑信

財
政
状
況
に
つ
い
て

も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い

みんなと議会のいい関係

議会だより ふくつ

冬

３月定例会
２月27日㈮開会
３月26日㈭閉会予定

次回の定例会
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1 5 議 会 だ よ り  ふ く つ



❽
今回のお題は「議会基本条例」

●「議会基本条例」ってなに？
～議会と議員の活動原則を定めたもの

市議会では｢議会基本条例｣の検討を進めてい
ます。これは議会の基本理念や活動原則等を定
めることで議会活動を活発にし、市民生活を向
上させることを目的としています。
条例案についてパブリックコメントを行いま
す。皆さんのご意見お待ちしています。

議
会
基
本
条
例
（
案
）
作
成
ま
で
の
流
れ

　
令
和
５
年
３
月
定
例
会
で
、
議
会
基
本
条
例
制

定
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
先
進
地

の
条
例
比
較
、有
識
者
を
招
い
て
研
修
会
、条
例
項

目
の
検
討
、条
例
草
案
の
作
成
な
ど
、令
和
６
年
11

月
ま
で
に
22
回
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
３
月
か
ら
は
議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
、条
文
と
解
説
文
の
検
討
を
行
う
な
ど
、同
年

12
月
ま
で
に
委
員
会
を
９
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

タ
マ
ネ
議
員

｢

議
会
基
本
条
例｣

っ
て
何
な
の
？

小
難
し
く
て

い
ま
い
ち
ピ
ン
と

こ
な
い
ん
だ

じ
ゃ
あ

タ
ブ
レ
ッ
ト
で

説
明
し
よ
う

簡
単
に
言
え
ば

議
会
が
市
民
の
た
め
に

ど
う
動
く
か
示
し
た…

｢

議
会
基
本
条
例｣

と
は

・市
政
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

・議
員
の
姿
勢
や
ル
ー
ル

・市
民
に
情
報
を
伝
え
る

お
っ
！
議
員
の

｢
心
構
え｣

も

入
っ
て
る
わ

議
会
が
市
民
に

｢

こ
ん
な
活
動
を

し
ま
す｣

っ
て

宣
言
す
る
の
？

市
民
の
声
を

ど
う
受
け
止
め

議
会
に
ど
う

生
か
す
の
か

な
ど
も
定
め
て

い
る
の
よ

何
と
な
く

見
え
て
き
た
わ
ね

条
例
案
に
対
し

市
民
の
意
見
も

聞
く
の
か
い
？

何
か
意
見

考
え
よ
う

記
事
を

よ
く
読
ん
で

考
え
て
ね

そ
れ
が
一
番

た
い
せ
つ
だ

皆
さ
ん

か
ら
の

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を

お
待
ち
し
て

い
ま
ー
す

議
会
の

見
え
る
化
に
も

つ
な
が
る
条
例

な
ん
だ
ね

市
民
と
議
会
を

つ
な
ぐ
架
け
橋…

土
台
づ
く
り
の

意
味
も
あ
る
ね

約
束
ご
と

の
こ
と
だ

議会からのお知らせ


